































































































































助詞には､いわゆる係助詞として ｢は ･も･ぞ ･
なむ ･や ･か ･こそ｣など多くのものがあった｡
それらの多くは現代語では使われない｡｢のほう･
的には｣などが生まれるのは､こうしたタイプ
の取り立て助詞がやや少ないと感じられたためか
と考えることもできる｡
いずれにしろ､もともとの取り立て助詞を使っ
ているかぎり ｢ぼかし言葉｣とは言われない｡いっ
ぼう ｢のほう｣や ｢的には｣は比較的新しいので､
｢ぼかし言葉｣と "悪口"を言われる｡ これは､
｢のほう｣や ｢的には｣がまだ十分に "助詞"に
なりきっていないからだ｡おおよそ新しい機能語
(助詞や助動詞など)は､名詞や動詞などから作
られることが多い｡古典語では ｢べし･めり･な
り｣などと言っていたことを､現代語では ｢そう
だ･ようだ｣と言うが､これらも ｢相 ･様｣とい
う名詞からできたものだ (ちがう考え方もあるけ
ど)｡できたてのころは､｢相｣や ｢様｣が持って
いたもともとの意味が感じられたはずであるが､
今では反省的に考えない限り ｢そうだ･ようだ｣
に ｢相 ･様｣の意味を感じることはない｡実質的
な意味を持っていた名詞などがその意味を薄れさ
せて､助詞や助動詞という文法的な機能を中心と
する語に変わることを文法化という｡
｢的には｣や ｢のほう｣を ｢ぼかし言葉｣とい
うのも､これらに含まれる ｢的｣や ｢方｣という
言葉のもともとの意味が残留しているからで､文
法化がまだ進んでいないからである｡そのうちこ
れらが定着すれば､｢ぼかした｣という印象のほ
うが徐々に薄れる｡もっともこれらが本当に定着
するかどうかは分からないけれど｡
｢日本語学｣担当者としては､こういう説明を
したい｡でも｢『的には』とか 『のほう』とか使
うのはあいまいなんですか｣という質問をする人
は､こういう説明を求めているのではなく､先の
｢価値観｣の議論をのぞんでいるように感じる｡
l=llHlLl日日】=l=lHl日日HIHLlHlHlHJHllH‖HlllHHHHHIHlHHltHl‖llHIHllHlHlHHlllHLH‖HHlllHllHHH]lHHHl=HIH=HHHllJH]HHHHllHIIlLHllHH‖lHIHHHHHH】
(3)
lHHHHlllH日日lMHlHHlHlH]HIJl‖lHHHlll‖日日JHMlLHHHl‖H=】HHHlH‖lHlHl日日JHllH日日HLHHllJIHJlHHlmlHllllHHH日日IlH]H=HlL=HJHHllH日日lLtHHl日日Hi
自動車について話すときには､モーターのメカこ より文化的な価値に関する話題のほうがいいらし
ズムよりかっこさよさの話のほうが求められるの い｡だから僕の上のような説明は誰も聞いてくれ
と同じである｡言葉についても､そのメカニズム ないので､この小文を書いておく次第｡
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